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　堺市立人権ふれあいセンターは、

同和問題をはじめあらゆる人権問題の速やかな解決

に資するため、人権教育及び人権啓発並びに市民交

流を推進することにより、市民の福祉の向上を図る

総合施設として設置されています。その中にある舳

松人権歴史館は、同和問題の啓発と学習を目的とし

て、部落差別に関する歴史や実態をグラフィックや

実物資料、再現模型などで紹介しています。

　職員の方の説明を聞いた後、舳松人権歴史館を見

学しました。四畳半一間での暮らしの様子や「はん

らく」という狭い路地が再現されている箇所もあ

り、同和対策が行われる前の劣悪な住環境と、厳し

さの中でもたくましく生き抜いてきた人々の暮らしにふれることができました。

　その後、泉野利喜蔵らを中心とした舳松水平社が差別からの解放を訴えた地で

フィールドワークを行い、当時の様子や人々の想いについて説明を聞きながら見

学することができました。

　ピースおおさかは、大阪空襲の犠牲者を追悼し平和を

祈念するとともに、大阪空襲を通して戦争の悲惨さ及び

平和の尊さを次の世代に伝え、平和を願う豊かな心と確

かな見識を育み、世界の平和に貢献するための大阪にお

ける平和ミュージアムです。

　大阪空襲の様子がよくわかる展示がされており、空襲

によって焼き尽くされた大阪の様子、戦時下の暮らしの

様子などが映し出されたり展示されていたりしました。

　見学を通して、戦争の悲惨さや平和の尊さについて今

まで以上に深く考える機会となりました。 ピースおおさか 館内

活動
報告
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四畳半一間

はんらく
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堺市立人権ふれあいセンター（舳松人権歴史館）

ピースおおさか（大阪国際平和センター）

私たち田川地区社会同和教育担当者会は、同和問題をはじめとするあらゆる

人権問題の早期解決をめざし、担当者の資質の向上並びに担当者相互の連携

と協調をはかり、田川地区における社会人権・同和教育及び啓発の推進に資す

ることを目的としており、毎月１回定例会を開催したり、様々な研修に取り組んだ

りしています。ここでは、今年度の活動の一部を報告します。

今年度は、８月１９日～２０日に大阪府を訪れ、視察研修を行いました。

　４ 月１５日（火）

５ 月１９日（月）

　５ 月２６日（月）

　６ 月１０日（火）

７ 月 ８ 日（火）

７ 月１１日（金）

　８ 月 ６ 日（水）

９ 月 ３ 日（水）

１０月 ２ 日（木）

１０月１０日（金）

１１月１９日（水）

　12月 4 日（木）

１0月22日（水）

１1月１1日（火）

１ 月１６日（金）

1月予定

２月予定

３月予定

８ 月１９日（火）
～２０日（水）

第１回定例会

第２回定例会

田川地区人権センター

田川地区人権センター

福岡県中小企業振興センター

川崎町

筑豊教育事務所

赤村

田川市

大阪府

添田町

糸田町

田川地区

香春町

福岡県中小企業振興センター

大任町

田川地区人権センター

田川地区人権センター

南筑後ブロック
（三潴郡大木町）

第３回定例会

第４回定例会

第５回定例会

第６回定例会

第７回定例会

第１０回定例会

第８回定例会

第９回定例会

福智町

田川市

第１１回定例会

第１２回定例会

第１3回定例会

福岡県社会人権・同和教育担当者協議会
総会及び研修会

福岡県社会人権・同和教育担当者協議会
筑豊ブロック研修会第１回

福岡県社会人権・同和教育担当者協議会
筑豊ブロック視察研修会

福岡県社会人権・同和教育担当者協議会
ブロック企画研修会

福岡県社会人権・同和教育担当者協議会
筑豊ブロック研修会第２回

福岡県社会人権・同和教育担当者協議会
実践交流研修会

期　日 事業内容 会　場
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